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2020 年度 教育開発・学習支援センター活動報告 

 

 

１ 体 制 

教育開発支援機構長： 児美川孝一郎（キャリアデザイン学部教授） 

センター長： 山本兼由（生命科部教授） 

教育サポートユニット・リーダー： 酒井理（キャリアデザイン学部教授） 

サブリーダー： 遠藤野ゆり（キャリアデザイン学部教授） 

学習サポートユニット・リーダー： 髙橋美穂子（経営学部教授） 

サブリーダー： 田路則子（経営学部教授）；山田快（経済学部准教授） 

データ活用推進ユニット・リーダー：菅幹雄（経済学部教授） 

サブリーダー： 池上宗信（経済学部教授）；北浦康嗣（社会学部教授） 

事務局            ：  学務部教育支援課 

 

２ 活動報告 

（１）全般にかかわる活動 

 コロナ禍により強いられたオンライン学習の環境整備に向け、学習支援システムのシステム増強およびメンテ

ナンス強化を行った。本学で提供する各種ツールのファーストガイドを作成、公表し、オンラインを活用した授

業実施の支援を行った。また、授業支援アシスタントおよびラーニングサポーターの採用枠を大幅に増やし、教

員が実施するオンライン授業を支援することで学習環境の整備を図った。SD 支援として FD ワークショップを

開催し、LFセンター広報方針に基づきオンラインを活用した広報活動を強化した。 

FD 推進センターと学習環境支援センターから引き継いだ業務を整理し、教育開発・学習支援センター業務リ

ストを作成した。センターと学内関連組織との連携を図る学習環境改善検討委員会を立ち上げた。 

 

（２）教育支援にかかわる活動 

 新システム（FD マネージャー）による授業改善アンケートを実施し、各授業担当者が Web上で担当授業およ

び全学集計結果を確認することを可能とした。オンライン授業に関する教員向けセミナーとして、FD セミナー

および HOSEI2020オンライン授業支援特設チームとの協働セミナーを実施した。また、FD 教員研修を 2 学部で

実施した。さらに、GPCA についても全学集計結果を公開するとともに、各授業の GPCA 集計結果を各授業担当

者がWeb上で随時確認することを可能とした。 

 

（３）学習支援にかかわる活動 

 学生対象のオンライン授業に関するアンケートを行い、受講環境状況、よりよいオンライン授業を実施するた

めの方策、オンライン授業におけるメリットとデメリット等をまとめ、学内外に公表した。例年通り『学習支援

ハンドブック』の改訂を行った。また、ピアネット運営委員会による全学的正課外学習支援を行い、ピアネット

の学生スタッフ活動のオンライン環境実施を支援した。さらに、Lステゼミに 8回の講座を提供した。ピアネッ

ト合同企画として「新 2年生サポート Days」も実施した。 

 

３ 各ユニットの活動 

（１）教育サポートユニット 

・教員向け FD セミナーの企画・開催 

 第 1回 FD 教員セミナー（7月 4日 10:00〜11:30）                     [巻末資料 1] 

「オンライン課題・試験の学習支援システムにおける活用事例ミーティング」 

   「試験形態と活用事例のポイント」遠藤野ゆり氏（キャリアデザイン学部教授） 

   「グループワーク」 

 第 2回 FD 教員セミナー（11 月 21日 13:00〜15:00）                    [巻末資料 2] 

  「著作権法 35条施行に伴う留意点とオンライン授業教材制作」木村友久氏（帝京大学教授） 
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 第 3 回 FD 教員セミナー（2 月 2 日 17:00〜19:00）                                         [巻末資料 3] 
  「オンライン授業におけるインストラクショナルデザイン」鈴木克明氏（熊本大学教授） 
・職員向け FD ワークショップの企画・開催 
  第 21 回 FD ワークショップ（9 月 4 日 13:00〜17:10）                   [巻末資料 4] 

「大学職員による教学改革のためのデータ活用・分析」 
   「大学職員に必要なデータリテラシー」井芹俊太郎氏（総長室付大学評価室 IR 担当） 

「オンライン授業に関する学生対象調査の結果について」菅幹雄氏（経済学部教授） 
   「グループワーク」 
・FD 教員研修を企画し、2 学部（法学部・経営学部）で実施 
 実施内容：FD 活動について、学習支援システムの使用について、Turnitin（剽窃チェックソフト）の 

使用について 
・GPCA 集計結果公表の Web 化と全学集計結果の報告 
・「授業リフレクションのための学生による授業参観」を企画し、3 教員の申込があり実施 
・会議など 
 教育サポートユニット会議 1 回（6/12）＋事業進捗状況に応じて、Slack により適宜情報共有・会議を実施 
 
（２）学習サポートユニット 
・ピアネット運営委員会による全学的正課外学習支援とオンライン化対応支援 
・『学習支援ハンドブック』の改訂と利用促進に向けた検討 
・L ステゼミに 8 回の講座提供 
 「レポート作成の“基本の基本”を学ぼう！（7 月 10 日実施）」多田和美氏（社会学部准教授） 
 「大学図書悪寒を有効活用！～レポート・論文資料の探し方～（7 月 14 日実施）」有川博隆氏（図書館職員） 
 「法政発スタートアップにみる起業プロセス（11 月 18 日実施）」田路則子氏（経営学部教授） 
 「体脂肪の増減に関わる運動と栄養の話（11 月 11 日実施）」林容市氏（文学部准教授） 
 「クィア・スタディーズ入門ジェンダー、セクシュアリティについて学ぶ人のために（12 月 2 日実施）」 
  岩川ありさ氏（国際文化学部准教授） 
 「with コロナ時代の観光の行方（12 月 9 日実施）」野田岳仁氏（現代福祉学部准教授） 
 「大学図書悪寒を有効活用！～レポート・論文資料の探し方～（12 月 21 日実施）」有川博隆氏（図書館職員） 
「レポート作成の“基本の基本”を学ぼう！（1 月 15 日実施）」多田和美氏（社会学部准教授） 

・ピアネット合同企画として「新 2 年生サポート Days」を実施した。 
 学習相談、課外活動相談、進路相談、留学・語学相談のコーナーを設け、各団体の学生スタッフ・教職員が対

応。キャンパスツアーも実施。 
・ピアネットを構成する各団体において、活動の事前・事後にピアネット・コンピテンシーテストを実施 
・会議など 
 学習サポートユニット会議 4 回（5/6・6/22・12/17・3/1） 
 学習ステーション運営委員会 7 回（4/2・6/4・9/17・11/12・1/8・2/12・3/4） 
 ピアネット運営委員会 7 回（4/9・6/11・9/24・11/12・1/14・2/18・3/11） 
 学習支援システム運営委員会 2 回（6/30・12/21） 
 
（３）データ活用推進ユニット 
・新システム（FD マネージャー）による授業改善アンケート実施 
・学生対象の春学期オンライン授業に関するアンケートの企画・実施・集計・分析・公表（大学評価室と協働） 
 調査目的：2020 年 4 月 21 日より全学的にオンライン授業を実施するなかで、学生がどのように学習に取 

り組んできたのか、またどのような点に課題を感じているかを把握し、今後の教育改善や学習支援 
に活かすことを目的とする。 

 調査期間：2020 年 7 月 27 日～8 月 7 日 
 調査対象：全学部生・大学院生（通学課程の科目を履修している通信教育部生を含む） 
 実施方法：Google フォームを活用したオンライン 
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 回答数 ：8,307 名 
・学生対象の秋学期オンライン授業に関するアンケートの企画・実施・集計・分析（大学評価室と協働） 
 調査目的：秋学期に実施したオンライン授業について、学生がどのように学習に取り組んできたのか、どのよ 

うな点に課題を感じているかを把握すると同時に、春学期から秋学期にかけてのオンライン授業に 
対する印象の変化を調査し、今後の教育改善や学習支援に活かすことを目的とする。  

 調査期間：2021 年 1 月 25 日～2 月 5 日 
 調査対象：全学部生・大学院生（通学課程の科目を履修している通信教育部生を含む） 
 実施方法：Google フォームを活用したオンライン 
 回答数 ：3,773 名 
・FD 川柳実施およびマトリックス・ルーブリックなどツール開発の見送り 
・会議など 
 データ活用推進ユニット会議 8 回（5/26・6/23・7/21・8/25・9/29・10/27・11/17・12/1） 

＋事業進捗状況に応じて、メーリングリストにより適宜情報共有・会議を実施 
 
４ 学内会議 
（１）教育開発支援機構企画委員会 10 回（4/30・5/19・7/16・9/24・10/22・11/19・12/17・1/21・2/18・3/11） 
（２）ユニット・リーダー会議 10 回（4/14・5/12・6/16・7/14・9/1・10/13・11/10・12/8・1/12・3/9） 
 
５ 所属学会・参加団体・外部対応 
（１）大学教育学会：団体会員 
（２）初年次教育学会：機関会員 
（３）日本リメディアル教育学会：賛助会員 
（４）全国私立大学 FD 連携フォーラム（JPFF：Japan Private Universities FD Coalition Forum） 

（38 大学加盟）：幹事校 
幹事会・総会（6/1～10・6/15～24）、幹事校・会員校ミーティング（1/20） 

（５）関東圏 FD 連絡会（青山学院大学・國學院大学・東洋大学・法政大学・立教大学） 
連絡会（10/26・3/16） 

 
６ その他 
学外セミナー参加 
芝浦工業大学教育イノベーション推進センター「教育成果を可視化するための統計手法入門」 
（9/26）：教員 1 名 
日本私立大学連盟「令和 2 年度オンライン FD 推進ワークショップ」（12/13）：教職員 2 名 
立命館大学教育・学修支援センター「新常態（new normal）における高等教育の展望」（1/29）：教職員 2 名 
大学コンソーシアム大阪「大学職員のためのインストラクショナル・デザイン研修」（2/19・26）：職員 1 名 
大学コンソーシアム京都「第 26 回 FD フォーラム」（2/20・21・27・28）：教職員 4 名 

 
以 上 
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2020 年度 教育開発支援機構 教育開発・学習支援センター ユニット活動報告 

 

＜教育サポートユニット＞ 

  

Ⅰ 2020 年度活動計画（2020 年 7 月 16 日の教育開発支援機構企画委員会で報告された内容） 

 

１ 活動目的 

学部教授会等に対する FD 活動支援や教員グループ等に対する授業改善支援、教職員の研修等の企画・

実施・支援、「学生 FD スタッフ」活動の支援、GPCA などを活用した成績評価のあり方に関する検討、

シラバス、アクティブラーニングなど ICT 授業支援ツールの企画や普及などの検討により、教育活動の

活性化及び実質化を図る。 

 

２ 活動計画 

（１）ミドル・レベル（学部・学科単位）での FD 活動の支援 

① 学部などへの個別 FD 活動支援 

a.2019 年度の実績を踏まえ、春学期、秋学期で希望を募り支援活動を実施する（春学期の実施 

は困難と思われるので見送り、秋学期３学部を目処に） 

b.支援テーマについては昨年度の実績に基づいてユニットで検討 

・オンライン授業における著作権の取り扱い 

・Turnitin（剽窃チェックソフト）のインストラクション 

 

② 学生モニター制度の活性化 

a.名称の変更（ユニット会議で変更を検討する） 

b.オンライン授業での学生モニター活用方法を検討する（同上） 

c.5 月中に検討して 6月から募集をかけて実施予定 

 

（２）成績評価のあり方に関する検討 

① 2019 年度 GPCA 集計の分析 

春学期中をめどにユニット内のワーキングにおいて分析をおこなう 

 

② GPA 評価に関する指針策定の方針 

秋学期にユニットでたたき台を作成し、年末までにリーダー会議に提示予定 

 

（３）各種イベント 

① シンポジウム、フォーラム、ミーティング、ワークショップ、セミナーは 2019 年度より廃止 

② 双方向型・オンライン型 FDワークショップ（ミーティング）の開催（学習支援システムの 

  活用） 

a.定期試験、レポート提出の時期にむけて学習支援システムの使い方に特化したワークショッ 

プは可能（5月下旬か） 

b.Turnitin の活用方法を組み合わせる 

c.オンラインの著作権問題 

 

（４）その他 

① 年次報告書の作成 

掲載情報を収集・蓄積して作成（3月発行） 

 

３ ユニット・メンバー（五十音順、*: ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 

秋野喜彦（情報科学部）／石坂恒太（学務部教育支援課[事務局]）／板橋美也（人間環境学部）／**

遠藤野ゆり（キャリアデザイン学部）／Gregory Khezrnejat（GIS）／*酒井理（キャリアデザイン学部）

／中村有貴（大学院事務部大学院課）／ （学務部教育支援課）／向井知大（法学部） 
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Ⅱ 2020 年度活動実績（報告） 

 

１ ミドル・レベル（学部・学科単位）での FD 活動の支援 

① 学部などへの個別 FD 活動支援：２学部実施 

（１）法学部教授会による研修 

実施日時：2020 年 10 月 16 日（金）15：10～15:40 

内容：FD 活動について,学習支援システムの使用について,剽窃チェックソフトの

使用について 等 

（２）経営学部教授会による研修 

実施日時：2020 年 10 月 19 日（土）15：00～15:30 

内容：FD 活動について,学習支援システムの使用について,剽窃チェックソフトの

使用について 等 

② 学生モニター制度の活性化 

名称の変更：＜授業リフレクションのための学生による授業参観＞ [巻末資料 5] 

実施期間：2020 年 10 月 26 日（月）～ 2021 年 1月 20 日（水） 

説明会参加学生 

申込教員数：3名 

派遣学生数：9名（1授業 3名） 

 

２ 成績評価のあり方に関する検討  

①  2019 年度 GPCA 集計の分析 

今年度中に終了せず来年度持ち越しで継続 

②  GPA 評価に関する指針策定の方針 

分析に付随して教育サポートユニットで継続 

 

３ 各種イベント  

① 双方向型・オンライン型 FDワークショップ（ミーティング）の開催：4 回実施 

（１）2020 年度第 1回 FD 教員セミナー                  [巻末資料 1] 

開催日時：2020 年 7 月 14 日（土）10：00～11：30 

テーマ：オンライン課題・試験の学習支援システムにおける活用事例ミーティング 

       ～みんなの知恵を集めて解決するミーティング！～ 

参加者数：75名 

（２）2020 年度第 2回 FD 教員セミナー                  [巻末資料 2] 

開催日時：2020 年 11 月 21 日（土）13：00～15:00 

テーマ：著作権法 35 条施行に伴う留意点とオンライン授業教材制作 

講師：木村 友久（帝京大学共通教育センター センター長/教授） 

参加者数：76名 

（３）2020 年度第 3回 FD 教員セミナー                  [巻末資料 3] 

開催日時：2021 年 2 月 2日（火）17:00～19：00 

テーマ：オンライン授業におけるインストラクショナルデザイン 

      ～コロナ禍の経験を活かして大学の授業をアップグレードするために～ 

講師：鈴木 克明（熊本大学教授システム学研究センター長，大学院教授システム

学専攻長・教授） 

参加者数：88名 

（４）第 21 回 FD ワークショップ                   [巻末資料 4] 

開催日時：2021 年 9 月 4日（金）13:00～17：10 

テーマ：大学職員による教学改革のためのデータ活用・分析 

      ～Society5.0 時代の大学における学びに向けて～ 

参加者数：95名 
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４ その他  

2019 年度 F D 推進センター年報の発行 

2020 年度教育開発・学習支援センター年報の準備 
 

 

＜学習サポートユニット＞ 

 

I 2020 年度活動計画（2020 年 7 月 16 日の教育開発支援機構企画委員会で報告された内容） 

 

１ 活動目的 

「学習支援ハンドブック」の利用促進、「ピアネット運営委員会」および「学習ステーション運 

営委員会」の運営、L ステゼミなどを活用した学生の正課外学習の充実、ピアネット全体の有機 

的な運営の検討、学生の学習環境支援に関する運営（学習環境改善検討委員会委員など） 

 

２ 活動計画 

（１）学習ステーションの活動をオンラインで継続 

学生から出された企画案に基づき、オンラインで実施可能なものを行う 

 

（２）オンライン「Lステゼミ」の実施 

「基礎的学習スキル」と「専門分野以外の幅広い学びの機会」を提供する次のテーマを実施する 

①レポート作成の“基本の基本”を学ぼう！ 

②大学図書館を有効活用！レポート・論文資料の探し方 

③クィア・スタディーズ入門―ジェンダー、セクシュアリティについて学ぶ人のために 

④法政発スタートアップに見る起業プロセス 

⑤体脂肪の増減に関わる運動と栄養の話 

⑥with コロナ時代の観光の行方 

 

（３）『学習支援ハンドブック』の修正 

現行版の修正にとどめるが、次のセクションは説明を追加する 

①レポートの書き方（p.34）→ 「英文ライティングの基本」の説明を 1～2ページ追加 

②法政大学お宝コレクション（p.72）→ 「HOSEI ミュージアム」の説明を 1～2ページ追加 

 

（４）『学習支援ハンドブック』の利用促進 

①LFセンターWeb ページ上で、『学習支援ハンドブック』のオンデマンド・コンテンツの紹介を行う 

②『学習支援ハンドブック『の活用促進に向けた具体案をユニット・メンバーで議論する 

 

（５）ピアネット・コンピテンシーテストの実施 

ただし、新型コロナウイルス感染症による影響のためピアネットの活動が行われておらず、回 

収可能サンプル数は未定 

 

（６）ピアネット合同研修会、ピアネット所属ユニットの協同プログラムの実施 

オンラインなどでの実施可能性を検討し、可能な場合は実施する 

 

（７）新入生サポートのオンラインでの実施（5/11（月）～5/15（金）） 

 

（８）学生用 Zoom ファーストガイドの公表（4/28（火）） 

 

３．ユニット・メンバー（五十音順、*ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 

安達 暉（学務部学部事務課）／安藤 光平（学務部教育支援課[事務局]）／*高橋 美穂子（経営学

部）／竹内 晶子（国際文化学部）／**田路 則子（経営学部）／多田 和美（社会学部）／野田 岳仁



7 

 

（現代福祉学部）／林 容市（文学部）／**山田 快（経済学部） 

 

 

 

 

Ⅱ．2020 年度活動実績（報告） 

 

１ 学習ステーションの活動をオンラインで継続 

オンラインにて従来対面で実施していた「学生企画型プログラム」、「OB・OG トーク」、「職員トーク」、

「Lステゼミ」を実施。 

 

２ オンライン「Lステゼミ」の実施                       [巻末資料 6] 

「基礎的学習スキル」と「専門分野以外の幅広い学びの機会」を提供する場として、次の Lステゼミを

オンラインで実施した。 

（１）7月 10日（金）と 1月 15 日（金）の 2回実施 

「レポート作成の“基本の基本”を学ぼう!」多田和美准教授（社会学部） 

（２）7月 14日（火）と 12 月 21 日（月）の 2回実施 

「大学図書館を有効活用！～レポート・論文資料の探し方～」有川博隆氏（図書館事務部） 

（３）11月 11 日（水） 

  「体脂肪の増減に関わる運動と栄養の話」林容市准教授（文学部） 

（４）11月 18 日（水） 

 「法政発スタートアップにみる起業プロセス」田路則子教授(経営学部) 

（５）12月 2日（水） 

「クィア・スタディーズ入門－ジェンダー、セクシュアリティについて学ぶ人のために」 

岩川ありさ准教授（国際文化学部） 

（６）12月 9日（水） 

「with コロナ時代の観光の行方」野田岳仁准教授（現代福祉学部） 

 

３ 学習支援ハンドブックの修正                          [巻末資料 7] 

2020 年度版の修正に加え、「英文ライティングの基本」、「HOSEI ミュージアム」のページを追加した。

3 月 19 日に納品予定。 

 

４ 学習支援ハンドブックの利用促進  

（１）LF センターウェブページにて、『学習支援ハンドブック』のオンデマンド・コンテンツを公開し

た。 

（２）『学習支援ハンドブック』の活用促進に向けた具体策を協議し、①ウェブ上のオンデマンド・コン

テンツ利用促進のため、『学習支援ハンドブック（紙媒体）』の関連ページに QR コードを示すこと、

②『学習支援ハンドブック』の各項目をテーマとする Lステゼミ（シリーズ企画）を実施すること、

③学習支援システムを通じて、学習支援ハンドブックの活用方法を新入生に案内することなどが提

案された。2021 年度の実施に向けて調整を行う。 

 

５ ピアネット・コンピテンシーテストの実施 

 ピアネット・コンピテンシーテストは実施されたものの、新型コロナウイルス感染症の影響からピア

ネットの活動自体が減り、テストの受験数が激減したため、分析は困難な状況である（回収サンプル数：

2019 年度 639 件、2020 年度 79 件）。 

2021 年度以降に向けて、個人単位や少人数でも分析ができるよう、外部試験導入等も視野に入れた調

査・検討を開始している。 

 

６ ピアネット合同研修会、ピアネット所属ユニットの協同プログラムの実施 

（１）ピアネット合同研修会 
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ピアネット合同研修会実施の目的は、学生スタッフ達のスキルアップもさることながら、ユニッ

トの垣根を超えた学生スタッフ間の交流であるため、オンライン開催での目的達成は困難と判断し、

開催を見送った。 

（２）ピアネット所属ユニットの協同プログラム 

   初の試みとして「新２年生サポート Days」を開催予定（3/17（水）～3/19（金））。 

本企画では、ピアサポートの精神に基づき、新型コロナウイルス感染症の影響から大学に満足に

通うことができなかった 1年生の次学年へのステップアップをピアネット全体でサポートする。 

 

７ 新入生サポートのオンラインでの実施（5/11（月）～5/15（金）） 

（１）期 間 5/11（月）～15（金）10：00～16：00 

（２）新入生サポーター数 21 人 

（３）合計実施コマ数（1 コマ 40 分）266 コマ 

（４）参加新入生数 90 人 

 

８ 学生用 Zoom ファーストガイドの公表（4/28（火）） 

 学生の学習支援を行うため、4 月 28 日（火）に緊急的に Zoom の利用方法についてのファーストガイ

ドを作成、LFセンターのウェブページ上で公表した。本ガイドは一定の役目を終えたことから、新年度

はウェブページから削除する。 

 

以 上 
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＜データ活用推進ユニット＞ 

 

I．2020 年度活動計画（2020 年 7 月 16 日の教育開発支援機構企画委員会で報告された内容） 

 

１．活動目的 

「学生による授業改善アンケート」の企画・分析・報告書作成、「FD 川柳」の企画・実施と年報 

発行や HP などの広報活動、正課・正課外を含む学習成果の可視化に関する検討、IR・他アンケ 

ートとの連携、基盤学習および発展学習に対する教員または学生の支援施策の検討 

 

２．活動計画 

（１）授業改善アンケート新システムの導入・運用 

既に新システムはほぼ完成している。前のシステムよりも柔軟な調査が可能であり、同システムの 

他大学での活用事例が集まってきている（卒業時調査、緊急調査、就職活動調査、教員向け調査な 

ど）。前のシステムではシステムと集計・分析を別の会社が担当していたが、新システムでは同じ 

会社が担当するので手間も減る見込みである。なお、新システムの導入・運用については年度内に 

結論を得ることとする。 

 

（２）2019 年度学生による授業改善アンケート全学集計結果報告書作成 

①2019 年度全学集計結果は既に出ている。 

②報告書をユニット・リーダーが作成し、基本的には 2018 年度の報告書の数字を 2019 年度に置 

き換え、それにあわせて文言を修正する。 

③サブリーダーは報告書のチェックを担当する。 

 

（３）ミクロ分析 

①昨年度はディプロマ・ポリシー別 GPA 分析を実施し、経済学部より成績に関するミクロデータ 

を提供してもらった。 

②本年度もデータの提供をお願いし、引き続き分析を実施する。 

③経済学部教員でもある池上サブリーダーがミクロ分析を担当する。 

 

（４）「FD 川柳」の企画・実施と年報発行や HP などの広報活動 

①FD川柳を実施するか否かを決定する。 

②FD活動を広報していく必要性が指摘されていること、どのような広報手段が効果的か、昨年度 

はポスターを提案したが、コロナの時代にはオンラインでの広報の方が効果的かとも思われる。 

③北浦サブリーダーが検討を担当する。 

 

（５）正課・正課外を含む学習成果の可視化に関する検討 

①どのような学習成果の可視化の事例があるのか、他大学などの事例を調べる。 

②学内の正課外学習成果の可視化の分析例を確認する。 

③黒川メンバーがそれらの資料をサーベイする。 

 

 

（６）IR・他アンケートとの連携 ・基盤学習および発展学習に対する教員または学生支援施策の検討 
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①昨年度は総長室付大学評価室 IR担当の森山メンバー、井芹メンバーが検討をした。 

②今年度も引き続き検討を行う。なお、この業務は（３）の業務と重なるものである。 

 

３．ユニット・メンバー（五十音順、*ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 

**池上宗信（経済学部）／石毛満悠（学務部教育支援課）／井芹俊太郎（総長室大学評価室 IR 担

当）／岩田裕美（学務部教育支援課[事務局]）／**北浦康嗣（社会学部）／黒川哲治（生命科学部）

／*菅幹雄（経済学部）／森山祐紀（総長室大学評価室 IR 担当） 

 

  

Ⅱ．2020 年度活動実績（報告） 

 

１．『2019 年度学生による授業改善アンケート全学集計結果報告書』の作成       [巻末資料 8] 

・ユニット・メンバーが『2019 年度授業改善アンケート全学集計結果報告書』を作成した。 

・同報告書（学部）は第 2 回 データ活用推進ユニット会議（2020 年 6 月 26 日）に、同報告書（大

学院）は第 3 回 データ活用推進ユニット会議（2020 年 7 月 21 日）に報告、承認された。 

・同報告書（学部及び大学院）は第 5 回ユニット・リーダー会議（2020 年 9 月 1 日）に報告、承認

された。 

・ユニット・リーダー会議承認後、第 9 回学部長会議（2020 年 9 月 17 日）で報告の上、同報告書を教

育開発・学習支援センターホームページにて公開した。 

 

２．2020 年度春学期 オンライン授業に関する学⽣対象アンケートの実施・分析・報告  [巻末資料 9] 

・ユニットでアンケート調査票を検討・作成し、調査票案は第 3 回 データ活用推進ユニット会議（2020 

年 7 月 21 日）で承認された。 

・同調査票は第 4 回ユニット・リーダー会議（2020 年 7 月 14 日）で承認された。その後、第 3回

教育開発支援機構企画委員会（2020 年 7 月 16 日）にて寄せられた意見を反映の上、第 8 回学部長会議

（2020 年 7 月 23 日）に報告、承認された。 

・アンケート調査は 2020 年 7 月 27 日（月）～8 月 7 日（金）に、全学部生・大学院生（通学課程

の科目を履修している通信教育部生を含む）を対象として実施された。実施方法は、Google フォームで

実施するものであり、Web 掲示板にフォームへのリンクを掲載し、通知により回答を依頼した。 

・調査実施後、教育開発・学習支援センター内で集計を行ったものを、総長室大学評価室 [IR 担当]が

分析し、それをデータ活用推進ユニットでまとめた。 

・分析結果は 3回に分けて学部長会議に報告し、2020 年 11 月 16 日のオンライン授業支援特設チーム主

催交流会でも報告された。 

・分析結果を『2020 年度春学期 オンライン授業に関する学⽣対象アンケート報告書』にまとめ、第 8

回データ活用推進ユニット会議（2020 年 12 月１日）で承認を得た。 

・同報告書は第 8回ユニット・リーダー会議（2020 年 12 月 8 日）で報告、承認された。 

・ユニット・リーダー会議承認後、第 15 回学部長会議（2020 年 12 月 17 日）で報告の上、同報告書を

教育開発・学習支援センターホームページにて公開した。 

 

３．2020 年度秋学期 オンライン授業に関する学⽣対象アンケートの実施・分析 

・ユニットで春学期とは異なるアンケート調査票を検討・作成し、調査票案は第 9 回 データ活用推進

ユニット会議（2021 年 2 月 8 日）で承認された。 

・同調査票は第 8 回ユニット・リーダー会議（2020 年 12 月 8 日）で承認され、その後第 16回学部

長会議（2021 年 1月 14 日）に報告、承認された。 

・アンケート調査は 2021 年 1 月 25 日（月）～2 月 5 日（金）に、全学部生・大学院生（通学課程の科

目を履修している通信教育部生を含む）を対象として実施された。実施方法は、Google フォームで実施

し、Web 掲示板にフォームへのリンクを掲載し、通知により回答を依頼した。備考として、調査項目は

英語版も作成し、日本語版とアンケートフォームを分けて実施した。また、調査実施後、教育開発・学
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習支援センター内で集計を行った。2021 年 2 月現在、分析を実施している。 

 

４．2020 年度秋学期学生による授業改善アンケートの実施 

・授業改善アンケートシステムのリプレイスが完了し、新システムを利用して秋学期にアンケートを実

施した（秋学期前半：2020 年 10 月 26 日（月）～2020 年 11 月 16 日（月）、秋学期期末：2020 年 12 月

7 日（月）～2021 年 2月 10 日（水））。 

 

以上 
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巻末資料 

１ 第 1 回 FD 教員セミナー 

「オンライン課題・試験の学習支援システムにおける活用事例ミーティング」（2020年 7月 4日） 

２ 第 2 回 FD 教員セミナー 

「著作権法 35 条施行に伴う留意点とオンライン授業教材制作」（2020年 11月 21日）
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３ 第 3 回 FD 教員セミナー 

「オンライン授業におけるインストラクショナルデザイン」（2021 年 2月 2日） 

４ 第 21 回 FD ワークショップ 

「大学職員による教学改革のためのデータ活用・分析」（2020 年 9月 4日） 
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５ 授業リフレクションのための学生による授業参観 

６ 学習サポートユニットとの連携（L ステゼミ） 



15

７ 『学習支援ハンドブック』 

（抜粋） 



16

８ 2019 年度「学生による授業改善アンケート」結果の分析・報告 

2019 年度「学生による授業改善アンケート」全学集計結果報告書（抜粋）
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18

９ オンライン授業に関する学生対象アンケート 

春学期（抜粋）
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秋学期（抜粋） 
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